
2023年 12月 24日 

主日礼拝 

 

 

《礼拝》 

 

 

讃美歌⇒98番（MK姉） 

『天には栄え』 

 

 

聖書⇒ルカによる福音書 2:8~20節（MM姉、MY姉） 

『その地方で羊飼いたちが野宿をしながら、夜通し羊の群れの番をしていた。すると、主の天使が近づき、主

の栄光が周りを照らしたので、彼らは非常に恐れた。天使は言った。「恐れるな。わたしは、民全体に与えら

れる大きな喜びを告げる。今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生まれになった。この方こそ主

メシアである。あなたがたは、布にくるまって飼い葉桶の中に寝ている乳飲み子を見つけるであろう。これが

あなたがたへのしるしである。」すると、突然、この天使に天の大軍が加わり、神を賛美して言った。「いと高

きところには栄光、神にあれ、／地には平和、御心に適う人にあれ。」天使たちが離れて天に去ったとき、羊

飼いたちは、「さあ、ベツレヘムへ行こう。主が知らせてくださったその出来事を見ようではないか」と話し

合った。そして急いで行って、マリアとヨセフ、また飼い葉桶に寝かせてある乳飲み子を探し当てた。その光

景を見て、羊飼いたちは、この幼子について天使が話してくれたことを人々に知らせた。聞いた者は皆、羊飼

いたちの話を不思議に思った。しかし、マリアはこれらの出来事をすべて心に納めて、思い巡らしていた。羊

飼いたちは、見聞きしたことがすべて天使の話したとおりだったので、神をあがめ、賛美しながら帰って行っ

た。』 

 

讃美歌⇒111番 

『神の御子は今宵しも』 

 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 3:16節（ES姉） 

『神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。独り子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の

命を得るためである。』 

聖書⇒ローマの信徒への手紙 8:32節 

『わたしたちすべてのために、その御子をさえ惜しまず死に渡された方は、御子と一緒にすべてのものをわた

したちに賜らないはずがありましょうか。』 

 

（祈） 



讃美歌⇒115番（KH姉） 

『ああベツレヘムよ』 

 

 

聖書⇒マタイによる福音書 27:46節（SK兄） 

『三時ごろ、イエスは大声で叫ばれた。「エリ、エリ、レマ、サバクタニ。」これは、「わが神、わが神、なぜ

わたしをお見捨てになったのですか」という意味である。』 

 

（祈） 

 

 

《パン裂き》 

 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11:23~26節（KH兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒148番（旧 94番曲） 

『主の御旨により』 

 

 

《建徳》 

 

 

聖書⇒マタイによる福音書 1:18~21節（KH兄） 

『イエス・キリストの誕生の次第は次のようであった。母マリアはヨセフと婚約していたが、二人が一緒にな

る前に、聖霊によって身ごもっていることが明らかになった。夫ヨセフは正しい人であったので、マリアのこ

とを表ざたにするのを望まず、ひそかに縁を切ろうと決心した。このように考えていると、主の天使が夢に現

れて言った。「ダビデの子ヨセフ、恐れず妻マリアを迎え入れなさい。マリアの胎の子は聖霊によって宿った

のである。マリアは男の子を産む。その子をイエスと名付けなさい。この子は自分の民を罪から救うからであ

る。」』 



聖書⇒マタイによる福音書 1:23節 

『「見よ、おとめが身ごもって男の子を産む。その名はインマヌエルと呼ばれる。」この名は、「神は我々と共

におられる」という意味である。』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 1:26~38節 

『六か月目に、天使ガブリエルは、ナザレというガリラヤの町に神から遣わされた。ダビデ家のヨセフという

人のいいなずけであるおとめのところに遣わされたのである。そのおとめの名はマリアといった。天使は、彼

女のところに来て言った。「おめでとう、恵まれた方。主があなたと共におられる。」マリアはこの言葉に戸惑

い、いったいこの挨拶は何のことかと考え込んだ。すると、天使は言った。「マリア、恐れることはない。あ

なたは神から恵みをいただいた。あなたは身ごもって男の子を産むが、その子をイエスと名付けなさい。その

子は偉大な人になり、いと高き方の子と言われる。神である主は、彼に父ダビデの王座をくださる。彼は永遠

にヤコブの家を治め、その支配は終わることがない。」マリアは天使に言った。「どうして、そのようなことが

ありえましょうか。わたしは男の人を知りませんのに。」天使は答えた。「聖霊があなたに降り、いと高き方の

力があなたを包む。だから、生まれる子は聖なる者、神の子と呼ばれる。あなたの親類のエリサベトも、年を

とっているが、男の子を身ごもっている。不妊の女と言われていたのに、もう六か月になっている。神にでき

ないことは何一つない。」マリアは言った。「わたしは主のはしためです。お言葉どおり、この身に成りますよ

うに。」そこで、天使は去って行った。』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 2:1、5~7、8~12，13~14節 

『そのころ、皇帝アウグストゥスから全領土の住民に、登録をせよとの勅令が出た。 

 

身ごもっていた、いいなずけのマリアと一緒に登録するためである。ところが、彼らがベツレヘムにいるうち

に、マリアは月が満ちて、初めての子を産み、布にくるんで飼い葉桶に寝かせた。宿屋には彼らの泊まる場所

がなかったからである。 

 

その地方で羊飼いたちが野宿をしながら、夜通し羊の群れの番をしていた。すると、主の天使が近づき、主の

栄光が周りを照らしたので、彼らは非常に恐れた。天使は言った。「恐れるな。わたしは、民全体に与えられ

る大きな喜びを告げる。今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生まれになった。この方こそ主メ

シアである。あなたがたは、布にくるまって飼い葉桶の中に寝ている乳飲み子を見つけるであろう。これがあ

なたがたへのしるしである。」 

 

すると、突然、この天使に天の大軍が加わり、神を賛美して言った。 

「いと高きところには栄光、神にあれ、／地には平和、御心に適う人にあれ。」』 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 3:16節 

『神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。独り子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の

命を得るためである。』 

 



 

讃美歌⇒107番 

『馬槽のかたに』 

 

 

 

《建徳要旨》 


